
７月１日 現在 前月比

男 7,460人 (－14)

女 7,677人 (－３)

計 15,137人 (－17)

世帯数 5,379戸 (－４)

先月中の動き
(届出件数)

出生…… ２人
死亡…… 27人
転入…… 22人
転出…… 14人
婚姻…… ２組
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市の人口と世帯

未来へつなぐ聖火の｢魂
こころ

｣
６月７日、東京2020オリンピック聖火リレーが尾花沢に

やって来ました。1964年に開催された東京オリンピック
の聖火リレーでも本市を通過しており、57年ぶりの大きな
出来事です。
それぞれの思いを胸に、聖火をつないだランナーたち。

聖火が夢・希望・平和の願いと共にその時代を生きる人々
の｢魂

こころ

｣を受け継ぎ、また次の時代へとつながっていくこと
を願います。（2021年６月７日 聖火リレー尾花沢市通過)
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オリンピックの熱気と興奮をパラリ
ンピックにつなぐため、全国の市町村
から「火」を集め、パラリンピック聖
火リレーの火とする全国のイベント
「聖火フェスティバル」。本市では上の
畑焼の窯の火を採火します。

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
の
火
と
し
て
、

上
の
畑
焼
の
窯
か
ら
採
火
し
ま
す
。
そ
の
「
希
望
の
火
」
を
使

い
、
市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
の
年
長
児
と
、
小
学
校
６
年
、

中
学
校
３
年
を
対
象
に
、「
メ
モ
リ
ア
ル
手
形
」
を
作
成
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

メ
モ
リ
ア
ル
手
形
作
成
は
、
上
の
畑
焼
の
地
元
に
あ
る
玉
野

小
学
校
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
６
月
１
日
、
６
年
生
12
人
が
伊
藤
瓢

堂
先
生
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
の
手
形
を

作
成
し
ま
し
た
。
長
方
形
の
薄
い
粘
土
に
自
分
の
手
形
を
写
し
、

「
希
望
」「
夢
」「
笑
い
」「
優
し
さ
」
な
ど
好
き
な
言
葉
を
鉛
筆

で
彫
っ
て
こ
の
日
は
終
了
。
８
月
15
日
に
開
催
さ
れ
る
「
採
火

式
」
で
火
入
れ
し
、
焼
き
上
げ
る
予
定
で
す
。

「
自
分
た
ち
で
採
っ
て
き
た
石
が
粘
土
に
な
っ
て
、
手
形
ま

で
作
っ
た
思
い
が
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
伝
わ
っ
て
い
く
と
う

れ
し
い
」
と
話
す
子
ど
も
た
ち
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
一
人
ひ
と
り
が
携

わ
っ
た
こ
と
が
心
に
刻
ま
れ
る
、
特
別
な
卒
業
・
卒
園
の
思
い

出
づ
く
り
が
で
き
ま
し
た
。

尾
花
沢
の
良
い
と
こ
ろ
を
県
外
か
ら
尾
花
沢
市
に

や
っ
て
来
た
人
か
ら
学
ぼ
う
と
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
久
保
田

く

ぼ

た

文あ
や

さ
ん
(宮
城
県
よ
り
移
住
)を
講
師
に
迎

え
、
６
月
15
日
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
久
保
田
さ
ん
が
尾
花
沢
に
移
住
す
る
こ

と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
や
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
内
容
、
久
保
田
さ
ん
か
ら
見
た
尾
花
沢
の
魅
力
な
ど

を
写
真
を
交
え
な
が
ら
紹
介
。「
自
分
の
ま
ち
に
住
ん

で
い
る
と
良
さ
が
見
え
な
い
と
思
う
が
、
若
い
う
ち
か

ら
い
ろ
ん
な
こ
と
に
興
味
を
持
っ
た
り
、
自
分
の
考
え

と
違
う
こ
と
も
理
解
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
持
つ
こ

と
が
大
事
。
い
ろ
ん
な
所
に
行
っ
て
経
験
し
て
、
そ
れ

を
自
分
の
ふ
る
さ
と
に
活
か
し
て
欲
し
い
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
こ
の
講
演
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の

授
業
で
ま
と
め
、「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

さ
ら
に
考
え
て
い
き
ま
す
。



尾花沢中学校で今年度進めている「SDGsと尾花沢～夢を語ろう 自
分の未来 地域の未来～」をテーマにした学習。
このテーマを題材に、１年生はSDGs11番目の目標「住み続けられる

まちづくりを」に焦点を当て、自分たちができるまちづくりを考える
ため、地域おこし協力隊久保田さんの講演会を開催しました。

▲メモを取りながら久保田さんの話に真剣に聞き入る生徒た
ち。「尾花沢に来て学んだことは？」「市に初めて訪ねて来
たときどう思いましたか？」など質問も飛び出しました。

市の伝統工芸であり、復興40周年を
迎える「上の畑焼」の窯入れの火を採
火し、パラリンピック聖火リレーの
「火」につなぎます。
・開催日／８月15日(日)
・時間／午後３時
・場所／上の畑焼陶芸センター
※また、市内幼・保育園、小・中学校
で作成した「メモリアル手形」の窯
入れも同時に行います。

◆社会教育課生涯学習係【内線325】

尾花沢市パラリンピック
聖火フェスティバル

｢採火式｣開催


